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◎

独
立
行
政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
七
十
一
号
）
（
抄
）

（
附
則
第
七
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
資
本
金
）

（
資
本
金
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２

機
構
は
、
附
則
第
三
条
第
二
項
又
は
第
三
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
政
府

２

機
構
は
、
附
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
政
府
の
出
資
が
あ
っ
た
と
き
は

の
出
資
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
出
資
額
に
よ
り
資
本
金
を
増
加
す
る
も
の
と
す

、
そ
の
出
資
額
に
よ
り
資
本
金
を
増
加
す
る
も
の
と
す
る
。

る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
中
期
目
標
の
期
間
の
特
例
）

（
中
期
目
標
の
期
間
の
特
例
）

第
十
九
条

機
構
の
中
期
目
標
の
期
間
は
、
通
則
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に

第
十
九
条

機
構
の
中
期
目
標
の
期
間
は
、
通
則
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
五
年
六
月
間
と
す
る
。

か
か
わ
ら
ず
、
五
年
間
と
す
る
。

（
機
構
の
解
散
等
）

（
機
構
の
解
散
等
）

第
二
十
条

機
構
は
、
そ
の
成
立
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
六
月
を
経
過
し
た
日
に

第
二
十
条

機
構
は
、
そ
の
成
立
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
た
日
に
解
散

解
散
す
る
。

す
る
。

２

機
構
の
資
産
及
び
債
務
（
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
法
（
平
成

２

機
構
の
資
産
及
び
債
務
は
、
そ
の
解
散
の
時
に
お
い
て
国
が
承
継
す
る
。

二
十
一
年
法
律
第

号
）
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
独
立
行
政
法

人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
が
承
継
す
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
解
散
の
時

に
お
い
て
国
が
承
継
す
る
。

３

機
構
の
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
に
始
ま
る
事
業
年
度
の
通
則
法
第
三
十
八
条

３

機
構
の
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
に
始
ま
る
事
業
年
度
は
、
通
則
法
第
三
十
六

に
規
定
す
る
財
務
諸
表
、
事
業
報
告
書
及
び
決
算
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て
は
、

条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
解
散
の
日
の
前
日
に
終
わ
る
も
の
と
し
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厚
生
労
働
大
臣
が
従
前
の
例
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

、
当
該
事
業
年
度
に
係
る
機
構
の
通
則
法
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
財
務
諸
表
、

事
業
報
告
書
及
び
決
算
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
従
前
の

例
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

第
二
十
二
条

第
十
三
条
並
び
に
附
則
第
三
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す

第
二
十
二
条

第
十
三
条
に
規
定
す
る
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ

る
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
機
構
の
役
員

の
違
反
行
為
を
し
た
機
構
の
役
員
は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

附

則

（
業
務
の
特
例
）

第
三
条
の
二

機
構
は
、
第
十
三
条
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
雇
用
保
険
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
三
十
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
五
十
七
条
ノ
二
の

事
業
の
用
に
供
し
て
い
た
施
設
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
の
運
営

又
は
管
理
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

機
構
は
、
前
項
に
規
定
す
る
施
設
に
係
る
業
務
を
第
十
四
条
第
三
号
に
定
め
る

勘
定
で
整
理
す
る
も
の
と
す
る
。

３

機
構
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
年
金
福
祉
施
設
等
の
う
ち
独
立
行
政
法
人
地
域
医

療
機
能
推
進
機
構
法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
独
立
行
政
法
人
地
域
医

療
機
能
推
進
機
構
に
承
継
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
な
も
の
を
定
め
た
と
き
は
、
当
該

年
金
福
祉
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
第
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一

号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
を
行
わ
な
い
も
の
と
し
、
当
該
年
金
福
祉
施
設
等

の
運
営
又
は
管
理
を
行
う
も
の
と
す
る
。

４

前
項
に
規
定
す
る
業
務
に
係
る
経
理
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
第
十
四
条
の
規
定

を
準
用
す
る
。
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（
国
の
権
利
義
務
の
承
継
等
の
特
例
）

第
三
条
の
三

厚
生
労
働
大
臣
が
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
施
設
を
定
め
た
場
合

に
は
、
そ
の
時
に
お
い
て
、
当
該
施
設
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
業
務
に
関
し
国

が
有
す
る
権
利
及
び
義
務
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
機
構
が
承
継
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
国
の
有
す
る
権
利
及
び
義
務
を
承
継
し
た
と
き
は

、
そ
の
承
継
の
際
、
承
継
さ
れ
る
権
利
に
係
る
土
地
、
建
物
そ
の
他
の
財
産
で
政

令
で
定
め
る
も
の
の
価
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
政
府
か
ら
機
構
に
対

し
追
加
し
て
出
資
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

３

附
則
第
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
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◎

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
（
抄
）

（
附
則
第
九
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
七
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
者
が
病
院
の
開
設
の
許
可
又
は
病

第
七
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
者
が
病
院
の
開
設
の
許
可
又
は
病

院
の
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
の
許
可
の
申
請
を
し
た
場
合

院
の
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
の
許
可
の
申
請
を
し
た
場
合

に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
病
院
の
所
在
地
を
含
む
地
域
（
当
該
申
請
に
係
る

に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
病
院
の
所
在
地
を
含
む
地
域
（
当
該
申
請
に
係
る

病
床
が
療
養
病
床
又
は
一
般
病
床
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
療
養
病
床
等
」
と

病
床
が
療
養
病
床
又
は
一
般
病
床
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
療
養
病
床
等
」
と

い
う
。
）
の
み
で
あ
る
場
合
は
第
三
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道

い
う
。
）
の
み
で
あ
る
場
合
は
第
三
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道

府
県
が
定
め
る
医
療
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
医
療
計
画
」
と
い
う

府
県
が
定
め
る
医
療
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
医
療
計
画
」
と
い
う

。
）
に
お
い
て
定
め
る
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
号
に
規
定
す
る
区
域
と
し
、

。
）
に
お
い
て
定
め
る
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
号
に
規
定
す
る
区
域
と
し
、

当
該
申
請
に
係
る
病
床
が
精
神
病
床
、
感
染
症
病
床
又
は
結
核
病
床
（
以
下
こ
の

当
該
申
請
に
係
る
病
床
が
精
神
病
床
、
感
染
症
病
床
又
は
結
核
病
床
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
精
神
病
床
等
」
と
い
う
。
）
の
み
で
あ
る
場
合
は
当
該
都
道
府
県

項
に
お
い
て
「
精
神
病
床
等
」
と
い
う
。
）
の
み
で
あ
る
場
合
は
当
該
都
道
府
県

の
区
域
と
し
、
当
該
申
請
に
係
る
病
床
が
療
養
病
床
等
及
び
精
神
病
床
等
で
あ
る

の
区
域
と
し
、
当
該
申
請
に
係
る
病
床
が
療
養
病
床
等
及
び
精
神
病
床
等
で
あ
る

場
合
は
同
号
に
規
定
す
る
区
域
及
び
当
該
都
道
府
県
の
区
域
と
す
る
。
）
に
お
け

場
合
は
同
号
に
規
定
す
る
区
域
及
び
当
該
都
道
府
県
の
区
域
と
す
る
。
）
に
お
け

る
病
院
又
は
診
療
所
の
病
床
の
当
該
申
請
に
係
る
病
床
の
種
別
に
応
じ
た
数
（
当

る
病
院
又
は
診
療
所
の
病
床
の
当
該
申
請
に
係
る
病
床
の
種
別
に
応
じ
た
数
（
当

該
申
請
に
係
る
病
床
が
療
養
病
床
等
の
み
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
地
域
に
お
け
る

該
申
請
に
係
る
病
床
が
療
養
病
床
等
の
み
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
地
域
に
お
け
る

療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
の
数
）
が
、
同
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
の
数
）
が
、
同
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

標
準
に
従
い
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
そ
の
地
域
の
当
該
申
請
に
係
る
病
床
の

標
準
に
従
い
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
そ
の
地
域
の
当
該
申
請
に
係
る
病
床
の

種
別
に
応
じ
た
基
準
病
床
数
（
当
該
申
請
に
係
る
病
床
が
療
養
病
床
等
の
み
で
あ

種
別
に
応
じ
た
基
準
病
床
数
（
当
該
申
請
に
係
る
病
床
が
療
養
病
床
等
の
み
で
あ

る
場
合
は
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数

る
場
合
は
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数

）
に
既
に
達
し
て
い
る
か
、
又
は
当
該
申
請
に
係
る
病
院
の
開
設
若
し
く
は
病
床

）
に
既
に
達
し
て
い
る
か
、
又
は
当
該
申
請
に
係
る
病
院
の
開
設
若
し
く
は
病
床

数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
に
よ
つ
て
こ
れ
を
超
え
る
こ
と
に
な
る

数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
に
よ
つ
て
こ
れ
を
超
え
る
こ
と
に
な
る

と
認
め
る
と
き
は
、
前
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一
項
又
は
第

と
認
め
る
と
き
は
、
前
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一
項
又
は
第
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二
項
の
許
可
を
与
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

二
項
の
許
可
を
与
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
七

（
略
）

一
～
七

（
略
）

八

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構

八

国
の
委
託
を
受
け
て
健
康
保
険
法
第
百
五
十
条
及
び
船
員
保
険
法
（
昭
和
十

四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
百
十
一
条
の
施
設
と
し
て
病
院
を
開
設
す
る
者

２
～
７

（
略
）

２
～
７

（
略
）
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◎

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
（
抄
）

（
附
則
第
十
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
歳
入
及
び
歳
出
）

（
歳
入
及
び
歳
出
）

第
百
十
一
条

（
略
）

第
百
十
一
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

厚
生
年
金
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

３

厚
生
年
金
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

歳
入

一

歳
入

イ
～
リ

（
略
）

イ
～
リ

（
略
）

ヌ

業
務
勘
定
か
ら
の
繰
入
金

ヌ

業
務
勘
定
か
ら
の
繰
入
金

ル

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
納
付
金

ヲ

附
属
雑
収
入

ル

附
属
雑
収
入

二

（
略
）

二

（
略
）

４

（
略
）

４

（
略
）

５

健
康
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

５

健
康
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

歳
入

一

歳
入

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

ニ

健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金

ニ

健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金

ホ

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
法
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
納
付
金

ヘ

附
属
雑
収
入

ホ

附
属
雑
収
入

二

（
略
）

二

（
略
）
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６

（
略
）

６

（
略
）

７

業
務
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

７

業
務
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

歳
入

一

歳
入

イ
～
ホ

（
略
）

イ
～
ホ

（
略
）

ヘ

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
第
十
六
条
第
四
項
及
び
独
立
行
政
法
人

ヘ

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
第
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
納
付

地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
法
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
納
付
金

金

ト

（
略
）

ト

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）
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◎

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
（
抄
）

（
附
則
第
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
独
立
行
政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
に
よ
る
保
健
事
業
及
び

福
祉
事
業
の
実
施
）

第
四
条
の
二

削
除

第
四
条
の
二

政
府
は
、
第
百
五
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
事
業
（
政
府
が
管
掌

し
て
い
た
健
康
保
険
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
用
に
供
し
て
い
た
施
設
の
う
ち

、
独
立
行
政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
法
（
平
成
十
七
年
法
律

第
七
十
一
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
年
金
福
祉
施
設
等
に
該
当
す
る
も
の
の
運
営

又
は
管
理
を
、
当
該
施
設
が
同
法
第
十
三
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
譲
渡
さ
れ
、

又
は
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
独
立
行
政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理

機
構
に
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。



9

◎

厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
（
抄
）

（
附
則
第
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
独
立
行
政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
に
よ
る
福
祉
施
設
の
運

営
又
は
管
理
）

第
二
十
九
条
の
三

削
除

第
二
十
九
条
の
三

政
府
は
、
厚
生
年
金
保
険
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、

国
民
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
十
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
七
十

九
条
の
施
設
の
う
ち
、
独
立
行
政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
法

（
平
成
十
七
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
年
金
福
祉
施
設
等
に
該

当
す
る
も
の
の
運
営
又
は
管
理
を
、
当
該
施
設
が
同
法
第
十
三
条
第
一
号
の
規
定

に
よ
り
譲
渡
さ
れ
、
又
は
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
独
立
行
政
法
人
年
金
・
健
康

保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
に
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。
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◎

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
（
抄
）

（
附
則
第
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
に
よ
る
債
権
の
管
理
及
び
回
収
の
業
務
等
）

（
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
に
よ
る
債
権
の
管
理
及
び
回
収
の
業
務
等
）

第
九
条
の
五

政
府
は
、
国
民
年
金
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、
独
立
行
政

第
九
条
の
四
の
二

政
府
は
、
国
民
年
金
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、
独
立

法
人
福
祉
医
療
機
構
法
附
則
第
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
債
権
の
管
理
及
び

行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
附
則
第
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
債
権
の
管
理

回
収
の
業
務
を
、
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
附
則
第
十
四
条
の
規

及
び
回
収
の
業
務
を
、
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
附
則
第
十
四
条

定
に
よ
る
廃
止
前
の
年
金
福
祉
事
業
団
の
解
散
及
び
業
務
の
承
継
等
に
関
す
る
法

の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
年
金
福
祉
事
業
団
の
解
散
及
び
業
務
の
承
継
等
に
関
す

律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
二
十
号
）
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
債
権
の
回
収

る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
二
十
号
）
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
債
権
の

が
終
了
す
る
ま
で
の
間
、
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
に
行
わ
せ
る
も
の
と
す

回
収
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
、
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
に
行
わ
せ
る
も
の

る
。

と
す
る
。

２

政
府
は
、
国
民
年
金
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、
独
立
行
政
法
人
福
祉

２

政
府
は
、
国
民
年
金
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、
独
立
行
政
法
人
福
祉

医
療
機
構
法
附
則
第
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
教
育
資
金
の
貸
付
け
の
あ

医
療
機
構
法
附
則
第
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
教
育
資
金
の
貸
付
け
の
あ

つ
せ
ん
を
行
う
業
務
を
、
同
項
に
規
定
す
る
別
に
法
律
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
、

つ
せ
ん
を
行
う
業
務
を
、
同
項
に
規
定
す
る
別
に
法
律
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
、

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
政
府
は
、
当
該
業
務
を
独
立
行
政

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
政
府
は
、
当
該
業
務
を
独
立
行
政

法
人
福
祉
医
療
機
構
に
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

法
人
福
祉
医
療
機
構
に
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
に
よ
る
福
祉
施
設
の
運

営
又
は
管
理
）

第
九
条
の
五

政
府
は
、
国
民
年
金
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、
国
民
年
金

事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
十
九
年
法
律
第
百
十
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
七
十
四
条
の
施
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設
の
う
ち
、
独
立
行
政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
法
（
平
成
十

七
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
年
金
福
祉
施
設
等
に
該
当
す
る
も

の
の
運
営
又
は
管
理
を
、
当
該
施
設
が
同
法
第
十
三
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
譲

渡
さ
れ
、
又
は
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
独
立
行
政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉

施
設
整
理
機
構
に
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。


